
　実験結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対角線は構造なしの約２倍 
円は構造なしの約４倍 

　考察 
板と接している面　増

　　　　　　

板と接している面　減

　　　　　　　

しかし、、、 

試行回数が少ないため、まだまだ研究しな
ければ確信はできない。 

　実験方法 
１．牛乳パックの底を切り取り、高さが19.5cm
になるように底と平行に注ぎ口の下を切る。　　　　　　　　　　　
（断面図） 

 
 
 
２．中に断面が○、×の柱を入れる。 
　　　　　　　　　　　　　　　（断面図） 

 
 
 
３．おもりを載せ、耐えた重さを記録し、そ
れをもとに強度を比較する。 
　　　　　　　　　　　　　　（実験の様子） 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　研究の動機 
　屋根に雪が積もり、柱に負荷がかかっ

ている状態や土砂災害による生命の危

機から家の中にいる人がより多く助かるた

めにどうしたらいいかを考えて、耐久性の

高い家の柱の構造を見つけて減災に取

り組もうと考えた。 

実験の結果

平均 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